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平成 24 年 11 月

洋光台エリア会議事務局

11 月 10 日に第 1 回全体ワークショップを開催しました。その概要をお知らせします。

■洋光台エリア会議とワークショップ

洋光台エリア会議は、地域の価値の維持・向上に向けた取り組みを検討するため、まちづくりに関
わる関係者をつなぐ場として、平成 24 年 5 月にスタートしました。これから様々な取り組みを検討
するにあたり、地域にお住まいの方、地域で活動される方などのご意見や力をまちづくりに活かすた
め、ワークショップを継続的に開催することを予定しています。

ワークショップは、様々な立場・年代の方が集まり、意見交換
や情報共有をしながら、ネットワークを築くための「全体ワーク
ショップ」と、全体ワークショップで出た意見などを基に、重点
的に取り組むテーマを絞って具体的な取り組みについて話し合
う「テーマ別ワークショップ」を行います。

ワークショップで検討した内容は、洋光台エリア会議に報告・
提案し、有識者からの方向づけ・助言などを受け、それをワーク
ショップに反映しながら具体的な取り組みを進めていきます。

■第１回全体ワークショップ概要

開催日時・場所 平成 24 年 11 月 10 日（土）14:00～16:30 洋光台北団地集会所

参加者

（計 62 名）

洋光台まちづくり協議会、町内会・自治会、PTA、地区社協、子育て・高齢者支援
組織、地域活動組織、子育てサークル、大学生、洋光台地域ケアプラザ、神奈川
県、横浜市、磯子区、UR 都市機構、まちづくりコンサルタント等

プログラム テーマ『まちの可能性を探る』
（1） 開会／あいさつ／ワークショップの進め方について
（2） グループディスカッション（11～13 人×5 グループで実施）
（3） 発表・まとめ、今後の進め方

グループディスカッションでは、参加者の自己紹介、「洋光台らしさ」、「洋光台のよいところ、課
題」、「地域で取り組みたいこと」、「今後議論を進めるべきテーマ」などについて、それぞれの立場か
ら活発な意見交換が行われました。
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グループディスカッションで出された主な意見

洋光台の
まちの良さ

ゆったり・落ち着いた・静かなまち 整然とした街並み、青い空、のどか、安全
駅を中心とした利便性 交通利便性、日常の買い物に便利、駅に近い
子育て環境 幼稚園・保育園が近い、プレイパーク・ログハウス・はまぎんこども宇宙科

学館がある、歩きやすい道
公園・自然が豊か 大小様々な公園、四季を感じる、円海山、街路樹
地域の人々 自治組織・コミュニティがしっかり、人材豊富、文化がある、盛大な健民祭

まちの課題 交通 駅前の交通機能が弱い、買い物しづらい、北部からケアプラザが遠い
住宅 狭い、同居できない、高い、ミニ戸建て、若い人は寝に帰るだけ？
商業 港南台の方が賑わっている、まちが寂しい、レストランが減った
子育て 子連れ向けの店がない、子どもの音が高齢者にはうるさい
高齢者 居場所がない、単身者の増加、安否確認が困難
自治会 人付き合いが面倒という人が増えた、自治会の役割が理解されづらい

取り組みた
いこと

●駅前の活性化
交通 高齢者などの移動の支援、共有自転車の普及、駐車場・駐輪場の改善
場  空店舗・広場の活用、広場・建物の改善、レストラン・「まちのえき」の実施
イベント お御輿、祭、マラソン大会、お月見、映画、スタンプラリー・・・等
●コミュニティ活性化・多世代交流
情報共有 インフォメーションセンター（情報集約、情報発信）、ホームページの充実
場 居場所づくり、集まれる場所、カフェ、多世代交流、おしゃれな場
若者 若者向けの施設・店舗・学校・住宅、洋光台二世世代が戻ってくる故郷に
子育て 気軽に集える場所、子どもに配慮した公園のトイレ、保育の充実、地域で子育て
高齢者 安心して暮らせるまち、高齢者のための施設・環境
イベント 多世代が関わるイベント、地域参加のきっかけづくり
人材発掘 地域のスキル豊富な人材をまちの活性化に活かす
助け合い 相互扶助、ちょっとしたボランティア

今後の進め方

これらの意見を受け、「テーマ別ワークショップ」で取り組む課題として、当面、以下の 2 つの検
討テーマを設定することになりました。

【テーマA】駅前活性化
【テーマB】コミュニティ活性化・多世代交流

今後のスケジュール（予定）

①テーマ別ワークショップ（12月～）
②第２回 洋光台エリア会議（12/20）
③第２回 全体ワークショップ（３月）
④第３回 洋光台エリア会議（３月）


